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Azthreonam(SQ 26,776)の 外科領域 におけ る臨床的検討

坂 田 育 弘 ・丸 山 次 郎 ・桂 康 博 ・安 富 正 幸

近畿大学医学部第一外科

新しい単環系 β-lactam抗 生物質であるAzthreonam(SQ 26,776;AZT)を 外科領域における

感染症11例 に使用し,そ の臨床的検討を行なった。 症例は,皮 下膿瘍1例,肺 炎2例,腹 腔内膿

瘍1例,会 陰部膿瘍1例,腹 膜炎4例,胆 管炎1例,下 部尿路感染1例 の合計11例 に,1日29～

49を 点滴静注した結果,著 効5例,有 効3例,無 効3例 で,有効率は11例 中8例 で73%で あっ

た。副作用は特に認められなかった。

Azthreonam(SQ 26,776;AZT)は,米 国 ス ク イ ブ

社 で開 発 され た 新 し い 単 環 系 β-lactam抗 生 物 質 で あ

る。 本剤 は,L-threonineか ら 全 化学 合成 さ れ た β-

1actam単 環 を有 す る新 しい タ イ プの 抗 生 物質 で,グ ラ

ム陰 性菌 に抗 菌 力 が あ り,特 に.Pseudomonas, Proteus,

Citrobacter, Serratia, Haentophilusな どに 対 して は,

第3世 代 の抗 生 剤 よ り同 等 以上 の強 い抗 菌力 を示 し,各

種 β-lactamaseに 対 して も第3世 代 のcephalosporin

系 抗 生 物 質 よ り極 めて 安 定 で あ る。 しか し,グ ラム陽 性

菌 お よび 嫌 気 性菌 に対 して は抗 菌力 が 弱 い。

また,健 常 成 人 男子 を対 象 と した 静 脈内 投 与 試 験 で投

与 量 に 比 例 した 充 分 な血 中濃 度 が 得 ら れ,そ の 半減 期

は,1.63～1.85時 間 で あ る。 また,本 剤 は 体 内 で ほ と

ん ど代 謝 を受 け ず,大 部 分 が変 化 せ ず 尿 中 に排 泄 され,

投 与 後24時 間 まで の尿 中回 収 率 は60～70%で あ る。

本 剤 に つ い て は,一 般 薬 理試 験,臨 床 第1相 治 験 がす で

に 行 な わ れ て お り,そ の 安全 性 が 確 認 され て い る。

本 剤 の 性状 の特 徴 と して は,白 色 の結 晶 性 粉末 で,水,

メタ ノール に溶 けに く く,ア セ トー トリル,ヘ キ サ ン お

よ び エ ー テル に は ほ と ん ど溶 け な い。 分 子 量 は435.44

で そ の化 学 構 造式 をFig1に 示す 。

今 回,我 々は 本剤 の外 科 領 域 に お け る臨 床 的 検 討 を 行

な っ た結 果 を 報 告す る。

L方 法

外科 的 感 染 症11例 につ いてAZTを 投 与 し,そ の 臨

床 効 果,副 作 用 に つ い て検 討 した 。 年 齢 は12歳 よ り85

歳 にわ た り,男 女 比 は 男7例,女4例 で あ る。 症 例 は,

皮 下 膿 瘍1例,肺 炎2例,腹 腔 内膿 瘍1例,会 陰 部 膿瘍

1例,腹 膜 炎4例,胆 管炎1例,下 部 尿路 感 染1例 の 合

計11例 で あ る。AZTの 投 与 方 法 お よび 投 与量 は す べ

て 点滴 静 注 法 で 行 な い,生 理 食 塩 水100mlに 本 剤1g

～2gを 溶 解 し,30分 点 滴 に て投 与 した 。投 与 量 は1g

×2回/日 が8例,19×3回/日 が2例,29×2回/日 が

1例 で,投 与日数は4日 ～14日 で平均9.0日 であった。

総投与量は12g～32gで 平均20.3gで あった。臨床効

果判定は教室の判定基準をもとにして行なった。すなわ

ち,著 効とは投与3日 目までに臨床症状のすべてが消失

または軽快 したもので,同 時に細菌学的検索においても

明らかに菌が減少したもの,有 効とは投与7日 目までに

臨床症状のすべてが消失または軽快したもので,細 菌学

的検索においても明らかに菌の減少したもの,や や有効

とは投与7日 目までに一部の臨床症状の改善がみられた

もの,そ れ以外のものを無効とした。

II.成 績

外科的感染症11例 にAZTを 投与した結果は,Table

1に 示 したように著効5例,有 効3例,無 効3例 で有

効率は73%で あ った。感染形態は単独感染3例,混 合

感染8例 で,そ のうち好気性グラム陽性菌同志による感

染が1例,好 気性グラム陽性菌とグラム陰性菌による感

染が4例,好 気性グラム陰性菌同志による感染が2例,

好 気性 グラム陽性菌と嫌気性グラム陰性菌による感染が

1例 であった。 起炎菌別にみると,単 独感染では,S

epidermidis 1株,E.coli 2株 で前者は無効,後 者は

共に著効であった。混合感染では,S.faecium 1株

S.aureus 1株S.faecalis 4株,α-Stnptococcus 2

株E.cloacae 1株,E.coli 3株,K.pneumoniae 3

Fig. 1 Chemical structure of Azthreonam
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Fig. 2 Laboratory finding before and after administration

of Azthreonam
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Table 2 Clinical efficacy of Azthreonam

株,Paeru8inosa3株Pml8aris1株B.fragilis

1株,B.ovatus 1株 であった。感染部位,外 科的処置

等考慮に入れなければならないが,全 体的にみて本剤は

グラム陽性菌,嫌 気性菌感染には効果がな く,グ ラム陰

性菌感染には有効であり,本 剤の特徴であるグラム陰性

菌に対する抗菌力が示唆された。

副作用については臨床的症状および検査値(Fig2)に

よ り検討したが,明 らかにAZT投 与によるものと思わ

れる副作用は全例に認めなかった。

さらに,臨 床効果についてはTable 2に 示すが,投 与

法,投 与量別にその効果を検討した。その結果,投 与量

は1回19が 適当であるが,投 与回数は1日3回 が望ま

しいと思われる。

IIL考 察

新 しい単環系 β-lactam抗 生物質であるAzthreonam

につ いて臨床的検討 を加 えた。外科的感染症11例 に

AZTを 使用した。 投与法,投 与量については,1回1

91日3回 投与が望ましいと思わ れ る。11例 中有効以

上が8例 で有効率73%で あ った。起炎菌別ではグラム

陽性菌,嫌 気性菌による感染症には効果を示さないが,

グラム陰性菌による感染症には非常に効果があると思わ

れる。 副作用については我々の症例ではAZTに よるも

のと思われる副作用は認めていない。

以上より,Azthreonamは 外科領域において従来まで

の抗生物質に比較 して有用性,安 全性の両面に優れてい

ると思われる。

文 献

1) 第30回 日本化学療法学会東日本支部総会,新薬

シソポジウム, Azthreonam (SQ26,776), 東京,

1983



VOL.33 S-1
CHEMOTHERAPY 671

CLINICAL STUDIES OF AZTHREONAM (SQ 26, 776)

ON SURGICAL FIELD

IKUHIRO SAKATA, JIRO MARUYAMA, YASUHIRO KATSURA and MASAYUKI YASUTOMI

The First Department of Surgery, Kinki University School of Medicine

The new monobactam antibiotic Azthreonam (SQ. 26, 776 ; AZT) possesses wide spectrum anti-
bacterial activity on gram-negative bacilli compared with other cephalosporin antibiotics.

We performed clinical studies of Azthreonam and obtained following results. Azthreonam were
administrated to 11 patients on surgical infections. Clinical results were excellent to 5 patients,

good to 3 patients and poor to 3 patients. All 11 patients were no side effects.


